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区分 学年 分類 想定される学習内容 内容 活用ソフト

小 34 A.知識及び技能 基本的な操作等
クラウドでファイルを見る

・ほぞんする
Googleドライブ

授
業
内
容

クラウドについて理解し、ドライブの指定された場所にファイルを格納する

準備：
・ファイルを格納するための、共有フォルダを準備する。

授業の流れ：
1. クラウドについての説明を聞く
2. Chromebookで写真を撮り、ファイルアプリを開いて、そのファイルが保存されてい

る場所を確認する。
3. 写真がChromebookに保存されている場合は、ファイルアプリから、Googleドラ

イブのマイドライブに移動する。
4. Googleドライブを開いて、マイドライブにある写真ファイルの名前を「出席番号」と

「名前」などに変えてから、先生から指定された共有フォルダにファイルを移動させる。
（課題１）

5. 説明資料6の共有ファイルにみんながファイルをおく時に困ったことが起きた時の例に
ついて、どうしたらよいかを、ペアになって話し合う。（課題２）

6. 話し合ったことを、全体で共有する。
7. 分かったこと、気づいたことについて、ふりかえりをノートなどに書く。

情報活用能力upのための
ポイント

ファイルを探したり、名前を変えたり、場所を移動したりすることで、説明されたこととファイルの動きを自分で確認し
て理解を深めることができます。

おすすめポイント
ファイルの操作など、間違えることはだれにでもあることを理解し、その時にどのように行動したらよいのかを、あらかじ
め確認しておくことができます。提示資料をお使いいただけます。

（課題１）ファイルに名前をつけて共有フォルダに
ファイルを置く

（課題２）困ったことが起きたときにどうしたらよいか話し合う

イラスト出典：いらすとや https://www.irasutoya.com/Chromebook、GoogleドライブはGoogle LLCの商標であり、本資料はGoogleによって承認または提携したものではありません。
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